
想定される情報通信システムのイメージと
利活用可能な活動基盤について

資料１－６

WDSのののの理念理念理念理念とととと目標目標目標目標（（（（再掲再掲再掲再掲））））

●科学研究科学研究科学研究科学研究コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ等等等等にににに対対対対してしてしてして、、、、品質管理品質管理品質管理品質管理されたされたされたされたデータデータデータデータ（（（（及及及及びびびび関連関連関連関連するするするするデータデータデータデータ
サービスサービスサービスサービス））））をををを提供提供提供提供しししし、、、、長期的展望長期的展望長期的展望長期的展望にににに立立立立ったったったったデータデータデータデータ管理体制管理体制管理体制管理体制をををを確保確保確保確保するするするする。。。。

●●●●共通性共通性共通性共通性がががが高高高高くくくく相互運用性相互運用性相互運用性相互運用性にににに優優優優れたれたれたれた、、、、分散型分散型分散型分散型システムシステムシステムシステムによるによるによるによるデータデータデータデータ活動活動活動活動をををを推進推進推進推進。。。。

●●●●個別分野個別分野個別分野個別分野のののの研究研究研究研究だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく、、、、多分野横断型研究多分野横断型研究多分野横断型研究多分野横断型研究にもにもにもにも対応対応対応対応するためするためするためするため、、、、データデータデータデータ管管管管
理理理理システムシステムシステムシステム間間間間のののの相互結合相互結合相互結合相互結合をををを図図図図るるるる。。。。

●●●●幅広幅広幅広幅広いいいい研究分野研究分野研究分野研究分野ををををカバーカバーカバーカバーしししし、、、、世界世界世界世界のののの特定地域特定地域特定地域特定地域にににに偏偏偏偏らないらないらないらないデータデータデータデータ活動活動活動活動によりによりによりにより、、、、
データデータデータデータ事業事業事業事業におけるにおけるにおけるにおける世界的世界的世界的世界的なななな「「「「優秀事例優秀事例優秀事例優秀事例のののの共同体共同体共同体共同体（（（（community of 

excellence）」）」）」）」となることをとなることをとなることをとなることを目指目指目指目指すすすす。。。。

（「WDS Constitution（規約）」より）
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想定される情報通信システムのイメージ①

（WDS科学委員会資料より） 2/9

WDSのののの機能機能機能機能とととと外部外部外部外部とのとのとのとの関係関係関係関係（（（（再掲再掲再掲再掲））））

科学研究科学研究科学研究科学研究コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ、、、、データデータデータデータ利用者等利用者等利用者等利用者等

メタデータメタデータメタデータメタデータ・・・・
データサービスデータサービスデータサービスデータサービス

データデータデータデータのののの保全保全保全保全、、、、
品質品質品質品質管理管理管理管理

データデータデータデータのののの収集収集収集収集・・・・処理処理処理処理、、、、
救出救出救出救出

ライブラリーライブラリーライブラリーライブラリー
データカタログデータカタログデータカタログデータカタログ

教育教育教育教育
アウトリーチアウトリーチアウトリーチアウトリーチ

データデータデータデータ関連関連関連関連事業事業事業事業
GEOSS, WMO,IOC等等等等

パブリッシャーパブリッシャーパブリッシャーパブリッシャー
出版社等出版社等出版社等出版社等

研究研究研究研究プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト
研究機関研究機関研究機関研究機関
大学等大学等大学等大学等

研究施設研究施設研究施設研究施設
衛星衛星衛星衛星、、、、天文台天文台天文台天文台、、、、
警報警報警報警報システムシステムシステムシステム等等等等

データデータデータデータ可視化可視化可視化可視化、、、、
データデータデータデータ解析解析解析解析

赤枠赤枠赤枠赤枠ががががWDSのののの主機能主機能主機能主機能
青枠青枠青枠青枠はははは関連活動関連活動関連活動関連活動



想定される情報通信システムのイメージ②

Example of a “System of data systems”

各WDC、WDS等間の想定される関係図（WDS科学委員会資料より）。
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集中管理型集中管理型集中管理型集中管理型のののの分散分散分散分散データベースシステムデータベースシステムデータベースシステムデータベースシステム

・地理的に近い地域内（例えば日本国内）において分散データベース管理システムを展開し、様々な機関の科学データのバックアップ

を蓄積

・分散データベース間を高速ネットワークで接続

ミドルウェアの介在によ
り、一つの巨大データ
ベースとして機能

ファイル管理情報整備
による検索性向上

他機関の
科学デー
タ

海外機関の
科学データ

信頼性信頼性信頼性信頼性のののの高高高高いいいい、、、、科学科学科学科学データデータデータデータのののの
長期保存技術長期保存技術長期保存技術長期保存技術モデルケースモデルケースモデルケースモデルケースにににに

分散管理による耐災
害性・耐障害性の向
上

他機関に
ノード提供他機関のノー

ド
一体運営

効用
・分散管理による耐災害性・耐障害性の向上（震災後ニーズが高い）
・高い可用性によるシステムの継続性（BCM）と拡張性

・ファイル管理情報の整備による検索性の向上

・データの保管状況可視化

・（長期的）保管データの共有を基にした解析技術の向上 等

ファイル管理情
報冗長化

想定される情報通信システムのイメージ③
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地理的に近い領域をベース
バックアップのデータコモン
ズ

分野類似性をベース
検索、表示等の機能性を向上した連
携

より近隣の分野間
相互運用性向上取
組

分野横断型カタログでの検
索

想定される情報通信システムのイメージ④
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利活用可能な活動基盤について①

モジュール型データセンター（コンテナ実装型）内の「ストレージ重点型システム」

・今年度末までにNICTユニバーサルコミュニケーション研究所（けいはんな）内に整

備予定

・総計３．６ペタバイトのストレージ容量を確保

・高信頼性・高利便性を有し、クラウド上で利用可能なデータベース運用システムとし
て設計

■外部研究機関等による、保有データのバックアップ等としての活用を期待

モジュール型データセンター
（コンテナ実装型）
「ストレージ重点型システム」

-ストレージ容量3.6ペタバイト
-サーバ12台、216コアCPU

- JGN-Xに接続

外部研究機関

保有データ
バックアップ等

外部研究機関

外部研究機関
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[林林林林ほかほかほかほか、、、、2011]

IUGONET: 
Inter-university upper atmosphere observation network

� IGY(1957-1958)以来の国際共同観測事業で蓄積された多様かつ膨大な観測データの流通

� 分野横断型のデータ解析による超高層大気長期変動研究の進展

「ストレージ重点型システム」の活用事例

利活用可能な活動基盤について②
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TDW

大規模地上・衛星観測データ

地上観測・衛星観測

大規模シミュレーションデータ

NICTスパコン 阪大パコン
東南アジア観測

太陽観測衛星
データ受信

ロシア域観測

国内定常観測

名大スパコン

京都大・名古屋大などとの共同観測。NICT

のJGNを活用した共通データ伝送網利用を

検討中。

クラウド上の複数スパコンを仮想化。どのス
パコンデータも同じストレージに出力。（地球
磁気圏シミュレーションなどで利用。）

スーパーコンピュータ

並列WS

ハウジングサービス

あらゆる観測データとシミュレーション
データを大規模ストレージに蓄積。並
列処理や可視化を行う。（所内外の
様々なプロジェクトでストレージを利
用。）

独自サーバをハウジングして、WWW

サービスやデータ公開を行う。大規模
ストレージを利用することもできる。
（宇宙天気予報業務やERG計画、
SMILES計画などが利用。） WWWサーバ

データ公開
サーバ

大規模ストレージ上の大規模データを高解
像度で可視化。（航空機SARデータや気象大

学校などで利用。）

観測とDBの一元化（観測機

器・観測網の仮想化）

大規模分散スト
レージ（～270TB）

小金井、名古屋大、大阪大、沖縄、
九州大などにストレージを分散して設
置。

観測データや他研究機関データとシミュレーションの
融合。（気象庁客観解析データによるリアルタイム電
離層擾乱数値予測など。）

GPGPUを用いた新しいシミュレーションシステムの構築。

（九州大学などが研究開発。）

NICTサイエンスクラウドのコンセプト

利活用可能な活動基盤について③
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• H.22年10月から公開
– 科学研究・研究開発専用クラウドサービス

• H.23年11月現在登録者数220名（研究者160名、民間業者60名）
– 研究者の例（NICT、国内大学、環境研、JAMSTEC、アラバマ大、理研、
統数研、Karlsruhe Institute of Technology、Kyung Hee大、JAXAなど）

NICTサイエンスクラウド ユーザ登録Web

https://seg-web.nict.go.jp/scuser/

利活用可能な活動基盤について④
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NICTサイエンスクラウドの現状


